
2026 年度 けやき福祉会事業計画 
 

●本部● 

 目標：安心・安全の支援を通じて、安定した事業所運営につなげよう 

 

本年も昨年と同じ目標「安心・安全を通じて、安定した事業所運営につなげよう」としました。

これは、引き続き「安定した事業所運営とは」を皆で考えていかなければならないとの思いから

です。支援において、利用者・スタッフ・ご家族の皆様、関係する全ての人々が安心、安全に過

ごせるよう工夫し考えて行きます。また法人全体としてコンプライアンスの面からも 今一度気

を引き締めてまいります。 

・世間で問題となっている情報漏洩問題などを鑑み、現在使用している無料フリーメールアドレ

ス等刷新していきます。 

 

●けやきの家● 

 目標：伝える・伝わる継続的な話し合いと利用者のことを知ろう 

・利用者の特性や基本情報を改めて頭に入れる(インプット)。 

・話をするときには、一方的ではなく、相手に分かるように伝える。また、分からない時は確

認する。 

・利用者の増加と共に支援の質が落ちないよう、次に繋げていけるスタッフを増やしていける

ように努めます。 

・自分の判断ではなく、支援方針を基に利用者に対して継続的な支援を提供していく(利用者の

できることを信じて根気よく伝えていく)。そのために職員が支援方針を理解、共有し率先し

てその姿勢を他のスタッフにみせて伝える。 

  

●輪来工房● 

 目標：共にチャレンジし、成長しよう 

・サビ管の変更に伴い、各々の仕事内容を再度確認し、円滑に業務を遂行する。 

・サビ管とスタッフとで支援内容を話し合い、より良い支援に繋げていく。 

・誰かに任せるのではなく、物品管理、情報共有等を普段から意識し、対応していけるように

努めます。 

・サビ管に任せるのではなく、自分たちで行動しサビ管には必要な判断を仰げる関係性の構築

をめざす。 

   

 



●第 1けやきホーム● 

 

目標：見守る優しさと動く勇気で、可能性を共に育てる 

 

支援に取り組むにあたり、利用者一人ひとりの自主性を大切にしながら、本人の力を最大限発

揮できるよう「見守る支援」に重きを置き、時には一緒に「動く」ことで、共に成功体験を積

み重ね、一緒に「成長」していけるよう努めてまいります。 

 

●れすぱ● 

 

目標：準備・確認を忘れずに利用者としっかり向き合い、いろんなことにチャレンジしよう 

 

固定されたヘルパーではなく、複数のヘルパーと関わってもらうことが増えています。ケー

スを共有する機会を設け、事前準備をしっかり行い誰が行っても楽しめる外出支援を行ってい

きます。通院も去年と同様に行く機会が増えています。病院に行くことも慣れるという意味

で、通院も含めて色々なチャレンジにしていきます。 

 

 

●れすぱ~さくら館● 

 

目標：子ども達それぞれの個性を尊重しよう 

 

 子ども達の好きな事だけをさせることでなく、長所・短所を含めた「ありのままの姿」を一人

の人間として受け止め、その子独自のペースを出来るだけ尊重して日々接していけたらと思い

ます。 

 

 

●総務課● 

 

目標：総務課スタッフとして報連相を率先して行おう 

 

管理部から総務課に名称も新たになりました。各事業所の利用者・法人スタッフの総務的な

業務を全員で進めていけるようレベルアップしていきます。総務課のスタッフ全員が揃うこと

が少ないため、ワウトークの活用等で報連相をさらに強化していきます。 

 

 

 

 

 


